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令和６年（２０２４年）１月教育委員会定例会会議録 

 

 

日  時   令和６年（２０２４年）１月２３日（火）午後１時３０分～午後２時４５分 

 

会  場   柏崎市役所４階４－３、４－４会議室 

 

出 席 者   教育長           近 藤 喜 祐 

  委員（教育長職務代理者）  米 谷 杉 子 

  委員            阿 部 健 志 

 

欠 席 者   委員            梅 田 広 美 

  委員            飯 塚 政 雄 

 

説明のため出席した職員 

教育部長          宮 崎 靖 彦 

教育総務課長        田 辺 文 敏 

学校教育課長 兼 

教育センター所長     矢 沢 欣 也 

文化・生涯学習課長     窪 田   守 

スポーツ振興課係長 兼 

 水球のまち推進室係長   鈴 木   武 

図書館長          鈴 木 豊 彦 

博物館長          西 巻 隆 博 

 

説明及び職務のため出席した事務局職員 

教育総務課課長代理     伊 比   孝 

 

議 題 

１ 会議録署名委員の指名 

２ 教育長専決処理報告 

（１）令和５（２０２３）年度一般会計補正予算（第１９号）について 

（２）令和５（２０２３）年度一般会計補正予算（第１５号）について 

（３）令和５（２０２３）年度一般会計補正予算（第１６号）について 

（４）令和５（２０２３）年度一般会計補正予算（第１７号）について 

３ 審議事項 

（１）令和５（２０２３）年度教育委員会表彰の被表彰者について 

（２）学区外就学許可について 

４ 報告事項 

（１）柏崎の花 -Spring Collection2024-の開催について 

（２）令和６（２０２４）年第９３回元朝体操会が開催されました 
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（３）ブルボンウォーターポロクラブ柏崎の小出選手が１日警察署長に！ 

（４）「良寛いしぶみ拓本展」の実施報告について 

（５）共催・後援の事業について 

５ その他 

（１）２月定例会の日程について 

（２）その他 

 

              ＜ 午後１時３０分 開会 ＞ 

 

第１ 会議録署名委員の指名 

（近藤教育長） 

会議録署名委員に、米谷委員、阿部委員を指名する。 

 

（近藤教育長） 

教育長専決処理報告の「（１）令和５（２０２３）年度一般会計補正予算（第１５号）に

ついて」の「（第１５号）」を「（第１９号）」に変更し、次に「（２）令和５（２０２３）

年度一般会計補正予算（第１５号）について」、「（３）令和５（２０２３）年度一般会計

補正予算（第１６号）について」、「（４）令和５（２０２３）年度一般会計補正予算（第

１７号）について」の議案を追加したい。 

また、審議事項に「（２）学区外就学許可について」の議案を追加したい。当議案は、教

育委員会会議規則第１５条第１項ただし書の規定により非公開で審議することとしたい。併

せて、配付資料は議事終了後に回収したい。 

（全委員） 

異議なし。 

 

第３ 教育長専決処理報告 

（近藤教育長） 

教育長専決処理報告に入る。 

（１）令和５（２０２３）年度一般会計補正予算（第１９号）についてを議題とする。 

（教育総務課長） 

  歳出の学区等審議会経費２０１万８千円は、学区等審議会が昨年１２月に終了したが、予

定した審議を前年度に前倒しで行うなど順調に進み、予定した回数が減ったことから、委員

報酬及び費用弁償を減額する。 

  奨学金貸付事業３６０万円は、新規貸付者数が想定より少なかったため減額する。併せて、

奨学金を貸し付けるにあたり、原資を基金から繰り入れている。よって、歳出と同額の３６

０万円を歳入の奨学金基金繰入金から減額する。 

  歳出の奨学金基金積立金８４万円は、奨学金貸付者から繰上償還等の申し出があったこと

から増額する。なお、償還金は基金へ積み立てるため、歳出と同額の８４万円を歳入の奨学

金元金収入において増額する。 

  歳出の小学校施設整備事業３，５００万円は、旧石地小学校体育館解体工事の入札差額を

減額する。なお、旧石地小学校体育館解体工事費減額に伴い、借り入れが不要になったため、
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歳入の過疎対策事業債を４３０万円減額する。 

  歳出の中学校施設整備事業３００万円は、西山中学校の空調及び受変電設備改修工事の入

札差額を減額する。 

  中学校グラウンド補修事業１，０００万円は、令和６年度に予定している瑞穂中学校のグ

ラウンド改修工事の測量設計業務委託の入札差額を減額する。 

  学校施設長寿命化事業８００万円は、鏡が沖中学校の大規模改修工事実施設計業務委託の

入札差額を減額する。 

（学校教育課長） 

  歳出の教育センター管理運営費２４８万３千円は、教育センターの庁舎清掃委託に係る入

札において差金が生じたことに伴い、委託料を減額する。これに伴い、歳入の教育振興費刈

羽村分担金４７万４千円を減額する。 

  歳出の検診費１４３万３千円は、児童生徒及び教職員の検診受診者数の実績が、当初の見

込みを下回ったため減額する。 

（文化・生涯学習課長） 

  歳出の市民プラザ整備事業２５０万円は、市民プラザ開設当初から付けている防犯カメラ

の老朽化に伴い入替工事を行った。その入札差額を減額する。 

（スポーツ振興課係長） 

  歳出の県立柏崎アクアパーク整備事業３８０万円は、県立柏崎アクアパークの５０メート

ルプールの駐車場側の軒天の改修工事を行った。その入札差額を減額する。 

（図書館長） 

  歳出の図書館施設整備事業９７０万円は、図書館の受電設備及び事務室ＯＡフロアが老朽

化により傷んだことから、部品の入替や改修工事を行った。その入札差額を減額する。 

（博物館長） 

  歳出の文化財保護基金積立金５万円は、文化財保存・活用のための寄附があったので、基

金として積み立てるため増額する。これにより、歳入の教育費寄附金を５万円増額する。 

  歳出の柏崎市内遺跡発掘調査事業１０５万７千円は、国庫補助事業の補助事業採択結果の

減額分の委託料を減額する。これにより、歳入の教育費県補助金５２万９千円を採択結果に

伴い減額する。 

  歳出の旧ふるさと人物館解体事業５，０００万円は、入札執行差額を不用額として減額す

る。これにより、歳入の教育債２，２５０万円を減額する。 

（近藤教育長） 

  質問、意見を求める。 

（近藤教育長） 

  なければ承認してよろしいか。 

（全委員） 

  異議なく承認。 

 

（近藤教育長） 

（２）令和５（２０２３）年度一般会計補正予算（第１５号）についてを議題とする。 

（スポーツ振興課係長） 

  歳出の佐藤池野球場災害復旧事業（令和６年能登半島地震）１，７１１万６千円は、佐藤
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池野球場の破損した箇所の改修費を計上した。内容は、１階廊下天井内の給水管、消火管の

配管にずれが生じたものや、配管のずれによる漏水が生じ、自動火災報知機や非常照明が漏

電した。その機器の入替を行うもの。また、野球場１塁側スタンドのエキスパンションの破

損や、野球場外周のアスファルトと屋内練習場の地面の隆起、野球場内１塁側側溝の破損な

どである。 

  続いて、総合体育館災害復旧事業（令和６年能登半島地震）１３０万円は、総合体育館メ

インアリーナの走路の天井材や北面の内壁の破損やサブアリーナの内壁の破損を改修するた

めの費用である。 

（博物館長） 

  飯塚邸災害復旧事業（令和６年能登半島地震）３１万円は、史跡・飯塚邸の灯篭１１基が

崩落した。また、屋内の新座敷棟の屋内壁に亀裂が生じたため修復するものである。 

  文化財災害復旧事業（令和６年能登半島地震）６万円は、柏崎小学校の隣にある柏崎招魂

所及び戊辰墓石群で灯篭が崩れたため、復旧を行うものである。 

（近藤教育長） 

  質問、意見を求める。 

（近藤教育長） 

  なければ承認してよろしいか。 

（全委員） 

  異議なく承認。 

 

（近藤教育長） 

（３）令和５（２０２３）年度一般会計補正予算（第１６号）についてを議題とする。 

（教育総務課長） 

  小学校除排雪経費２００万円及び中学校除排雪経費１２０万円は、今冬は少雪だが、降雪

により複数回除雪車が出動している。毎年、最低額の予算で要求していることから、今後、

除排雪経費に不足が見込まれるため要求するものである。小学校の対象校は、柏崎小、比角

小、枇杷島小、荒浜小、新道小及び剣野小の６校である。中学校の対象校は、第一中、第二

中、鏡が沖中、松浜中及び南中の５校である。 

（近藤教育長） 

  質問、意見を求める。 

（阿部委員） 

  今年は暖冬で雪が少ない状況で、除雪費の補正予算は違和感がある。昨年度の状況などを

踏まえ、平均的な予算措置はできないのか。 

（教育総務課長） 

  例年、除排雪経費は最低限とし、その中で執行している。天候等により、毎年数回に渡り

補正しながら対応しており、今後も同様の手続きとなる。補助金がからむ場合もあることか

ら、適正な執行を心掛けていく。 

（近藤教育長） 

  他になければ承認してよろしいか。 

（全委員） 

  異議なく承認。 
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（近藤教育長） 

（４）令和５（２０２３）年度一般会計補正予算（第１７号）についてを議題とする。 

（教育総務課長） 

  公立学校施設災害復旧事業１，０００万円は、本年１月１日に発生した能登半島地震で被

害が生じた小・中学校施設の修繕を行うものである。小学校２０校中１５校、中学校１１校

中８校に被害があった。なお、簡易な被害については補正予算の対象から外している。 

（近藤教育長） 

  質問、意見を求める。 

（近藤教育長） 

  なければ承認してよろしいか。 

（全委員） 

  異議なく承認。 

（近藤教育長） 

  以上で教育長専決処理報告を終わる。 

 

第３ 審議事項 

（近藤教育長） 

審議事項に入る。 

（近藤教育長） 

 （１）令和５（２０２３）年度教育委員会表彰の被表彰者についてを議題とする。 

（教育総務課長） 

  被表彰者の選定にあたり、１月１９日に審査委員会を開催した。審査委員会は、審査委員

長として教育長、教育部長及び教育委員会の各課、館長の８人で構成している。その結果は

表彰候補者名簿のとおりである。 

教育論文関係について、学校教育課長が説明する。 

（学校教育課長） 

  教育論文の入選者は６名である。審査は、１月１１日、学校教育課の指導係１３名で審査

した。論文の応募者は１７名であった。 

（教育総務課長） 

教育文化関係が小学校５名、中学校２名と１団体の推薦があった。いずれも県の最高位又

は全国の上位であることから受賞の対象としている。 

体育関係では小学校が２０件、いずれも県大会優勝又は北信越大会３位以上である。中学

校が１０件、高校が１８件、一般が１件、ＰＴＡ・感謝状の贈呈が４件、合計６７件である。 

個別の功績は、配付資料のとおりであり、説明は割愛する。 

表彰式は、２月１３日に市民プラザ風のホールで行う。本来であれば、波のホールで行う

が、稼働観覧席が故障しているため風のホールで行う。 

今回から、コロナ前と同様に被表彰者一人ずつに賞状を授与するので、教育委員からも賞

状の授与をお願いしたい。また、受賞者からの受賞の言葉は、小・中・高・教員の代表４名

に依頼する。所要時間は１時間３０分程度を予定している。 

参考だが、受賞者数は、今年度が６７件、令和４年度が６９件、令和３年度が５７件、令
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和２年度が５３件であり、少しずつ戻って来ている。もう少しさかのぼると、平成２８年度

が９０件、平成２９年度が６７件、平成３０年度が９８件、令和元年度が７９件であった。 

（近藤教育長） 

  質問、意見を求める。 

（近藤教育長） 

  なければ承認してよろしいか。 

（全委員） 

  異議なく承認。 

 

（近藤教育長） 

 （２）学区外就学許可についてを議題とする。 

 

＜非公開審議＞ 

 

第４ 報告事項 

（近藤教育長） 

  報告事項に入る。 

※教育長及び各課（館）長が資料に沿って説明 

（１）柏崎の花 -Spring Collection2024-の開催について 

（２）令和６（２０２４）年第９３回元朝体操会が開催されました 

（３）ブルボンウォーターポロクラブ柏崎の小出選手が１日警察署長に！ 

（４）「良寛いしぶみ拓本展」の実施報告について 

（５）共催・後援の事業について 

 

（近藤教育長） 

  以上で報告事項を終わる。 

 

第５ その他 

（１）２月定例会の日程について  ２月１５日（木）午後１時３０分開会 

（２）その他 

（阿部委員） 

市内おける能登半島地震の被害状況はいかがか。 

（教育部長） 

市の公共施設の被害箇所は概ね確認が出来ており、被害額を取りまとめている。また、市

内の事業所の被害状況は把握できていないところもあり、調査を行っているところである。

今後、２月７日の市長記者会見で市内の被害状況を示す予定である。 
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＜ 午後２時４５分 閉会 ＞ 

 

以上、相違ないことを確認する。 

 

   令和６年（２０２４年）２月１５日 

 

教育長  近 藤 喜 祐 

 

 

委 員  米 谷 杉 子 

 

 

委 員  阿 部 健 志 


